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山梨県高等学校溶接競技会９連覇！
おめでとう‼ みんなで勝利のＶサイン

（Ｐ19）

特 集 11月 いい日 11日 いい日 は、介護の日
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いい日いい日は、介護の日 特集特集

特集 11月

地域まるごと介護予防推進事業のお知らせ
この事業は、平成29年度からスタートし、介

護予防や閉じこもり予防のため、各地区で高齢者
が定期的に集まれる機会を設けていただき、住み
慣れた地域でいきいきと生活できることを目指し
ています。
■対 象 者　おおむね65歳以上の市民
■実 施 主 体　地区（地区同士の合同開催可）
■実施責任者　地区長、地区長の委任を受けた方
※令和4年3月に説明会の開催を予定しています。
■開 催 間 隔　月１回
■開催事業参考例
　ラジオ体操、ウォーキング、ゲートボール、花
植え作業、出前塾、清掃活動、地区の文化祭、茶

話会、ビデオ・落語等鑑賞など
■交 付 金
　事業に参加可能な75歳以上の高齢者および65
歳以上の一人暮らし高齢者の人数をもとに規定の
金額を交付します。
■対 象 経 費
　事業実施のための材料費、活動時の水分補給用
の飲み物や菓子、講師への謝礼、
施設利用料等

■問い合わせ
　長寿介護課 長寿社会担当
　（保健福祉センター内）　☎23-4313

♥
65
歳
以
上
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介
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定
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介
護
認
定
者
数

（
要
支
援
１
～
要
介
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介
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65歳以上の要介護認定状況（韮崎市）

要支援１　42人

要支援２　89人

要介護１
245人

要介護２
291人

要介護３
256人

要介護４
206人

要介護５　127人

■ 要支援１　　■ 要支援２　　■ 要介護１
■ 要介護２　　■ 要介護３　　■ 要介護４
■ 要介護５　　

　高齢化などにより介護が必要な方々が増加している一方、介護に
まつわる課題は多様化しています。こうした中、多くの方々に介護
を身近なものとしてとらえていただくとともに、それぞれの立場で
介護を考え、関わっていただくことが必要となっています。
　今は介護と無縁であっても、いつか介護したり、介護を受ける立
場になったりするかもしれません。この機会に「介護」について考
えてみませんか？

いい日 11日 いい日

は、介護の日
特集
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いい日いい日は、介護の日特集特集

介護者の皆さんを支援します！！
　介護疲れは身体的負担や精神的負担等が絡み合い、誰にでも起こり得ます。疲れが慢性化する前
に、専門家に介護の悩みを相談したり、同じ悩みを抱える仲間と共有することが大切です。まずはご
相談ください！

　認知症カフェと
は、認知症の方や
その家族、また地
域住民やケア専門
家が情報交換しな
がら集う場です。
悩みを共有、相談
してみませんか？

　詳細はお問い合わせください。

■問い合わせ　長寿介護課 介護支援担当
　　　　　　　 （保健福祉センター内）　
　　　　　　　　　　　　　　　 ☎23-4313

　在宅介護を行っている介護者で、心身状態に
不安がある方に対し、専門家（看護師）が月1
回程度訪問し、相談にのります。
　費用は無料です。

家族介護者健康相談事業

　認知症高齢者が行方不明になった際、少しで
も早く発見できるよう、生命の安全と家族の安
心のためのネットワークです。
　市内捜索協力機関に伝達し、多くの目で見守
り、早期発見を行います。
　事前登録制で、費用は無料です。

認知症徘徊SOSネットワーク

認知症カフェ

♥
介
護
保
険
の
し
く
み

　
介
護
保
険
は
、
市
が
保
険
者
と

し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
40
歳
以

上
の
皆
さ
ん
が
被
保
険
者
と
な
っ

て
保
険
料
を
納
め
、
介
護
が
必
要

と
な
っ
た
と
き
に
は
費
用
の
一
部

を
利
用
者
負
担
と
し
て
支
払
う
こ

と
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
し
く
み
で
す
。

　
介
護
保
険
の
加
入
に
手
続
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
40
歳
に
な
る
と

自
動
的
に
被
保
険
者
と
な
り
、
65

歳
に
な
る
と
第
１
号
被
保
険
者
に

切
り
替
わ
り
ま
す
。

♥
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受

　

け
る
ま
で
の
流
れ

①
相
談
・
申
請
（
長
寿
介
護
課
）

　
持
ち
物
：
申
請
書
、
介
護
保
険

被
保
険
者
証
（
緑
色
の
証
）
、
身

元
確
認
書
類

②
訪
問
調
査（
調
査
員
が
訪
問
し
、

申
請
者
の
心
身
の
状
態
を
確
認
）

③
主
治
医
意
見
書
（
長
寿
介
護
課

か
ら
主
治
医
へ
作
成
を
依
頼
）

④
一
次
判
定
（
認
定
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
判
定
）

⑤
二
次
判
定
（
認
定
審
査
会
に
よ

る
判
定
）

⑥
要
介
護
度
の
認
定

※
申
請
し
て
か
ら
要
介
護
度
が
認

定
さ
れ
る
ま
で
は
、
お
お
む
ね

１
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

⑦
認
定
結
果
通
知
（
申
請
者
へ
の

認
定
結
果
の
送
付
）

⑧
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
（
指
定
居　

宅
介
護
支
援
事
業
者
等
と
契
約

し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
）

⑨
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

  

（
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た

サ
ー
ビ
ス
利
用
、
利
用
者
負
担

額
の
支
払
い
）

♥
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

40
歳
以
上
の
方
は
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者
（
加
入

者
）
で
す
。
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
、
加
入
者

全
員
が
保
険
料
を
納
め
ま
す
（
左
図
参
照
）。

被保険者 保険料の額 保険料の納め方

第１号
被保険者

（65歳～）

基準額▶61,600円
（年額）
10段階に区分さ
れ た 所 得 段 階 に
応じて、基準額の
0.3から1.9倍の
保険料額が設定さ
れています。

老齢（退職）・
遺族・障害年
金を年額18
万円以上受給
している方

年金からの天
引き

【特別徴収】

上記の年金が
年額18万円
に満たない方
等

納付書による
納付または口
座振替

【普通徴収】

第2号
被保険者

（40～64歳）

加入している医療
保険の算出方法に
より決まります。

加入している医療保険の保険
料と一緒に納めます。
※詳細は加入先の医療保険者

にお問い合わせください。

■問い合わせ　長寿介護課 介護保険担当
　　　　　　　（保健福祉センター内）　☎23-4313
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いい日いい日は、介護の日 特集

　市では、各地区の公民館において健康運動指導士の指導による『いきいき貯筋クラブ』を１地区６回コ
ースで開催します。すでに始まっている地区もありますが、11 月から後半がスタートします。身近な公
民館で楽しく運動し、コツコツ「貯筋」できる機会です。また、口の健康について学ぶ「健口教室」と栄
養について学ぶ「シルバークッキング教室」も併せて開催します。身近な公民館で健康づくりやフレイル
予防ができる絶好のチャンスです。皆さんで健康長寿を目指しましょう！
※シルバークッキング教室については、調理実習は行わず、講義のみとなります。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、日程の変更・中止をする場合があります。
　必要時、問い合わせ先までご確認をお願いします。

■対　象　おおむね65歳以上の方
■内　容　体力測定（初回・第５から７回のうち１回）、健康体操、筋力向上運動 など
■時　間　9時30分～11時
■担当者　健康運動指導士・シニア健康サポーター・市保健師等
■持ち物・服装　水分補給ができるもの、体操ができる服装、室内用運動靴
※不織布マスクの着用をお願いします。
※検温した上でご参加ください。
　発熱や風邪症状など、体調が悪い方は参加を見合わせてください。
■申込み　不要です。直接会場へお越しください。

※今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため時間を短縮して行います。
※都合の良い場所で参加可能です。※台風、雪等、荒天の場合は中止とします。
※　　　の日は「いきいき健口教室」として、口の健康について勉強します。
※　　　の日は「シルバークッキング教室」として、栄養について勉強します。
※韮崎Ａ、韮崎Ｂ、藤井町の日程は終了していますが、それぞれ自主活動を行っています。
　日程等ご不明な点がありましたら、問い合わせ先までご連絡ください。

『いきいき貯筋クラブ（後半）』がスタートします！

■問い合わせ
　長寿介護課
　介護予防担当
　（保健福祉センター内）

☎23－4313

【令和3年度 いきいき貯筋クラブ（後半）開催日一覧表】

公民館名
開催日

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回

円野
（つぶらの会館）

11月5日

金曜日

穴山町
（穴山町ふれあいホール）

11月22日

月曜日

旭町
（旭公民館）

11月1日 11月15日 11月29日 12月13日 12月27日 1月17日 1月31日 2月14日

月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日

大草町
（大草ふれあいセンター）

 11月2日 11月16日 11月30日 12月7日 12月21日 1月11日 1月25日 2月8日
火曜日 火曜日 火曜日 火曜日 火曜日 火曜日 火曜日 火曜日

清哲町
（清哲会館）

11月4日 11月18日 12月2日 12月16日 1月6日 1月20日 2月3日 2月17日

木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日

中田町
（中田公民館）

11月8日 11月22日 12月6日 12月20日 1月17日 2月7日 2月28日 3月14日

月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日

穂坂町
（穂坂町コミュニティセンター）

11月12日 11月26日 12月10日 12月24日 1月7日 1月21日 2月4日 2月18日

金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日

神山町
（武田の里ふれあいホール）

11月17日 12月1日 12月15日 1月5日 1月19日 2月2日 2月16日 3月2日

水曜日 水曜日 水曜日 水曜日 水曜日 水曜日 水曜日 水曜日

竜岡町
（竜岡公民館）

11月25日 12月9日 12月23日 1月13日 1月27日 2月10日 2月24日 3月10日

木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日
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① 6か月間で体重が2～3㎏以上
減った □はい　□いいえ

② 疲れたような感じ（倦怠感）
が続く □はい　□いいえ

③ 筋力（握力）が低下した □はい　□いいえ

④ 以前に比べて歩く速度が遅く
なった □はい　□いいえ

⑤ 以前に比べて体を動かすこと
（活動量）が減った □はい　□いいえ

いい日いい日は、介護の日特集

　
「
フ
レ
イ
ル
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？

　
昨
年
度
に
介
護
保
険
被
保
険
者
証
交
付
説
明

会
等
で
認
知
度
を
調
査
し
ま
し
た
。（
結
果
は

下
図
）

【フレイル簡易チェック】

はいにチェックした項目が
３つ以上：要介護状態にならないように心身の機能の改善に努めましょう。
１～２つ：フレイル予防に取り組みましょう。
なし　　：今の良い健康状態を維持しましょう。

フ
レ
イ
ル
予
防
に
取
り
組
も
う
！

●
フ
レ
イ
ル
と
は
…

　
フ
レ
イ
ル
と
は
、
高
齢
期
に
病
気
や
老
化

な
ど
の
影
響
を
受
け
て
、
心
身
の
活
力
（
筋

力
、
認
知
機
能
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
）
を

含
む
生
活
機
能
が
低
下
し
、
要
介
護
状
態
と

な
る
危
険
性
が
高
い
状
態
を
示
し
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
健
康
と
要
介
護
の
中
間
で
あ

り
、
心
身
が
衰
え
始
め
た
状
態
で
す
。

●
フ
レ
イ
ル
予
防
に
大
事
な
こ
と
は
？

　
フ
レ
イ
ル
の
状
態
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

予
防
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
健
康
な
状
態
に

戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
早
め
の
気
づ
き
が

大
事
で
す
！

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
長
く
な
り
、

活
動
時
間
が
短
く
な
る
と
フ
レ
イ
ル
が
心
配

さ
れ
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で
過
ご
す
た

め
に
、
介
護
予
防
に
取
組
み
、
健
康
寿
命
の

延
伸
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！！

　
市
で
は
フ
レ
イ
ル
予
防
に
も
つ
な
が
る
、

様
々
な
介
護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
長
寿
介
護
課
介
護
予
防
担
当

　
　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
２
３
‐
４
３
１
３

　あなたの今の状態をチェックしてみましょう
【フレイル認知度調査結果】

言葉は知っているが
内容は知らない
76名（31.5％）

内容まで知っている
65名（27.0％）

無回答
1名（0.4％）

知らない
99名（41.1％）

「知らなかった」
と答えた人が
約４割

総数241名

山梨県民地域貢献者表彰
　この表彰は、地域での自治会活動や福祉、文化など幅広い分野で
活躍された方の功績を称えるもので、本市から、小林修さん（88歳）
が表彰されました。これまで地域のために多大なご尽力いただいた
小林さんに、お話しを伺いました。

韮崎市社会福祉協議会会長、韮崎市介護保険運営協議会会長、韮崎市国民健康保険運営協議会委員
韮崎市立病院運営協議会会長、民生委員・児童委員、韮崎市老人クラブ連合会会長

小
こ

林
ばやし

 修
おさむ

さん（本町）

　市内の商店街に店を構えていたことをきっ
かけに、韮崎駅前の開発など、若い頃から地
域に根ざした活動に参加してきました。
　たくさんの機関と関わってきましたが、専門外の分野も多く、とても勉強にな
りました。学んできたことを少しでも市民の皆さんに伝えていければと思ってい
ます。韮崎市社会福祉協議会会長を長い間努めていたこともあり、特に福祉分野
における地域の実情や財政状況について、大変さを身にしみて感じました。
　近頃は、若い世代の地域への関心が薄れてしまっているのではないかと寂しさ
も感じています。隣人や友だちとの絆がまちづくりには欠かせないことを忘れず
に、地域の活動に積極的に参加していただけることを期待します。

表彰式の様子▼

主要
経歴
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新型コロナワクチン・保育園職員募集

　子どもに囲まれた職場で働いてみませんか？「長時間は難しいけれど、自分に合う時間で働きたい！」、
「資格はあるけれど、長い間その職から離れていて不安…」。そんな方も、ぜひ一度ご相談ください！

◆保育士（フルタイム職員）
　○資　　　格　保育士資格
　○勤 務 時 間　7時30分～19時の間の7時間45分
　　　　　　　　シフト制　土曜出勤あり（２か月に１
　　　　　　　　～２回程度）
　○給　　　料　月額163,100円　

◆保育士（パートタイム職員）
　○資　　　格　保育士資格
　○勤 務 時 間　7時30分～19時の間
　　　　　　　　※応相談・延長保育（朝3時間・夕方
　　　　　　　　　3時間勤務）が可能な方、大歓迎！
　○報　　　酬　時給925円

■申込み・問い合わせ　福祉課 保育担当（内線173・186・187）https://www.city.nirasaki.lg.jp/

 ◆調理師（フルタイム職員）
　○資　　　格　調理師資格
　○勤 務 時 間　８時～17時15分の間の7時間45分
　　　　　　　　シフト制　土曜出勤あり（１か月に１～
　　　　　　　　２回程度）
　○給　　　料　月額147,900円　

 共通事項（処遇について）
　○有 休 休 暇　初年度からあり
　○ボ ー ナ ス　あり（パートタイ
　　　　　　　　ム職員は条件があ
　　　　　　　　ります）
　○通 勤 手 当　あり
　○加入保険等　厚生年金、社会保険、雇用保険、労災
　　　　　　　　保険
　※その他、詳しい内容は市ホームページでご確認くだ
　　さい。

採用方法
　①福祉課保育担当に書類提出（履歴書、資格証の写し）
　②面接を行い、採用の合否を決定

韮崎市立保育園職員募集！

10月以降、新型コロナウイルスワクチンが供給されていないため、予約および接種可能な医療機関
を下記のとおり縮小します。なお、予約は電話（コールセンター）、インターネット、LINEにて引き続
き受付けています。医療機関へは直接予約できませんのでご注意ください。

また、18歳未満の方も集団接種にて接種可能な体制を整えましたのでお知らせします。
　現在、予約が取りやすい状況です。接種をご希望の方は、お早めにご予約をお願いします。

【接種医療機関】
◆岩下内科医院
◆三井医院
◆韮崎市立病院
◆韮崎市保健福祉センター（集団接種）
※集団接種は、11月21日（日）と28日（日）
の2日間です。

◆ワクチン接種状況（10月10日時点）

1回目 2回目
対象者数 接種者数 接種率

全年齢 26,492 21,565 81％
65歳以上 8,886 8,276 93％
64歳以下 17,606 13,289 75％

対象者数 接種者数 接種率
全年齢 26,492 19,974 75％
65歳以上 8,886 8,186 92％
64歳以下 17,606 11,788 67％

※対象者数は総務省が公表している「住民基本台帳に基づく人口、人口動態および世帯数」内の「【総計】令和3
年住民基本台帳年齢階級別人口（市区町村別）」（令和３年1月１日）にて算出

※接種者数は10月10日時点の年齢で算出

■問い合わせ　韮崎市新型コロナワクチン接種コールセンター　☎0570-067489

ワクチン接種後も、
これまで同様に、マスクの着用を

はじめとする基本的な
感染予防対策を続けましょう。

新型コロナワクチンの接種について

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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地
域
減
災
リ
ー
ダ
ー
に
な
ろ
う

防災

防災・減災
　
市
で
は
、
大
規
模
自
然
災
害
等

が
発
生
し
た
際
に
、
家
庭
や
地
域

の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た

め
、
日
頃
か
ら
市
民
が
自
主
的
に

減
災
に
取
り
組
み
、
発
災
直
後
か

ら
の
数
日
間
を
自
分
た
ち
の
力
で

し
の
ぐ
「
自
助
力
・
共
助
力
」
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
中
心
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る

『
地
域
減
災
リ
ー
ダ
ー
』
の
育
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
集
中
研
修
（
２
日
間
）

　
日
程
は
上
記
表
の
と
お
り
で
す
。

　

11
月
24
日（
水
）ま
で
に
、
総
務

課
危
機
管
理
担
当
へ
電
話
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

※
募
集
定
員
15
名
（
先
着
順
）

■
地
区
出
前
型
研
修
（
１
日
間
）

　
町
や
地
区
の
公
民
館
等
へ
講
師

を
派
遣
し
て
育
成
研
修
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
者
15
名
か
ら
受
付
ま

す
。
時
間
は
９
時
～
17
時
、
土
日

の
開
催
も
可
能
で
す
。

　
地
域
行
事
の
一
環
と
し
て
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

●
出
前
型
研
修
認
定
の
流
れ

①
代
表
者
が
危
機
管
理
担
当
へ
申

込
み

　
　
　
　
　
↓

②
研
修
お
よ
び
認
定
試
験
を
受
験

　
　
　
　
　
↓

③
試
験
合
格
者
で
普
通
救
命
講
習

未
修
の
方
は
消
防
署
で
受
講

　
　
　
　
　
↓

④
普
通
救
命
講
習
修
了
か
つ
認
定

試
験
合
格
者
を
認
定

■
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
危
機
管
理
担
当

（
内
線
３
３
９
・
３
９
９
）

い
ざ
と
い
う
時
に
、
自
分
の
家
庭
や
地
域
を
守
る

科目 実施日時 場所 講師
減災基礎

12月4日（土）
9時～16時

（休憩あり）
※昼食持参

市役所別館
201会議室

NPO法人
減災ネット
やまなし

家庭の減災
（LCP応用）
地域の減災

（ACP応用）
避難所運営
認定試験

普通救命講習 12月5日（日）
9時～11時

市役所別館
201会議室 韮崎消防署

【集中研修日程】

文字や音声で防災無線情報の確認を
　市では、防災行政無線放送と同時に携帯電話・スマートフォンに音声情報や文字情報を配信していま
す。屋内にいても、市外にいても情報を受け取ることができますので、ぜひご利用ください。

　下記のＱＲコードを読み取るか、アプリストアか
ら「ライフビジョン」を検索し、インストールして
ください。

　下記のＱＲコードを読み取り、空メール送信後、
案内に従って登録してください。読み取れない場合
は、市ホームページの「公式メールマ
ガジン」から「防災防犯メールマガジ
ン」を選択し、やまなしくらしねっと
から登録してください。

　韮崎市役所公式アカウントでも、防災行政無線で
流した内容を確認することができます。ぜひフォ
ローをお願いします。

　アカウント名　韮崎市役所
　ユーザー名　　＠nirasakicity

　☎22-1116へ電話をかけてください。
　24時間以内に流れた放送を聞きなおすことがで
きます。※通話料がかかります。

※登録が難しい方は、お問い合わせいただくか、窓口
にお越しいただければ、登録のお手伝いをします。

■問い合わせ　総務課 危機管理担当
（内線339・399）

防災アプリ（スマホ向け） Ｔｗｉｔｔｅｒ

防災防犯メールマガジン

防災行政無線確認ダイヤル
■日時　12月1日（水）　10時～12時
■場所　ニコリ3階 多目的ホール
■対象　乳幼児を持つ保護者の方
■定員　30名（先着順・要予約）
■申込み・問い合わせ
　山梨県中北地域県民センター
　　　　　　　　　　  ☎23-3057

iPhone版

▶
Android版

▶

乳幼児を持つ保護者向け

防 災 講 座
　家庭での備えや避難所生活など、乳幼児のた
めの防災について考えてみませんか？
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放課後児童クラブ員募集・山梨禁煙週間

■年間利用（月額会員）
※小学校１から６年生の放課後留守家庭等の児童

区分 単位 第1子 第2子
基本利用料 月額 2,500円 1,300円

長期休業
期間利用
料の加算

夏季休業日の期間 1期間 3,000円 1,500円
冬季休業日の期間 1期間 1,000円 500円
学年末休業日および
学校始休業の期間 1期間 1,000円 500円

延長利用（18時30分以降の利用） 1回 100円 100円

■1日（一時）利用（小学校1から6年生で月額会員以外）
※放課後帰宅せず直接来館する・授業のない日に利用する場合

区分 単位 第1子 第2子
授業のある日の利用

（放課後の利用） 日額 300円 200円

授業のない日の利用
（土曜日、夏休み等） 日額 600円 300円

延長利用（18時30分以降の利用） 1回 100円 100円

○第1子、第2子の数え方
　同一世帯で同じクラブをきょうだいで利用する場合、年少の児童か
ら順番に数えます。第3子以降は無料です。

○利用料の免除
　「生活保護世帯」、「ひとり親世帯・障がい者または障がい児のいる世
帯で、市民税が非課税の世帯」は無料です。

■市内の児童クラブ一覧

■問い合わせ　福祉課 子育て支援担当 （内線175～179）

■対象児童　保護者の就労・疾病・看護等により、昼間留守家庭となる小学生
■開設時間　☆月～金曜日　授業終了後～19時　　☆土曜日・学校長期休業等　７時30分～19時
　　　　　　※土曜日の利用は事前登録制で、韮崎児童センターでの合同開催になります。
■入会申込　11月1日（月）から、各児童センターで利用の手引き・利用申請書を配布します。
　　　　　　【申込期間】11月8日（月）～26日（金）の平日10時～18時
　　　　　　【申込場所】各児童センター

令和４年度放課後児童クラブ員を募集

児童クラブ名 住所・電話番号 定員

韮崎児童クラブ
（第1・第2）

本町2丁目1番7号
韮崎児童センター内
☎22-7687

100名

北東児童クラブ
（第1・第2）

藤井町駒井2248番地1
北東児童センター内
☎23-5550

100名

北西児童クラブ
清哲町青木1078番地1
北西児童センター内
☎22-1775

50名

甘利児童クラブ
（第1・第2）

大草町上條東割788番地
甘利児童センター内
☎23-1535

100名

　
喫
煙
は
健
康
に
与
え
る
影
響

が
大
き
く
、
受
動
喫
煙
の
危
険

性
や
ニ
コ
チ
ン
の
依
存
性
な

ど
、
個
人
の
嗜
好
に
と
ど
ま
ら

な
い
健
康
問
題
で
す
。

令
和
２
年
４
月
の
改
正
健

康
増
進
法
の
全
面
施
行
に
よ
り
、

多
く
の
人
が
利
用
す
る
施
設
等

の
受
動
喫
煙
防
止
対
策
が
強
化

さ
れ
て
い
ま
す
。
吸
う
人
も
吸

わ
な
い
人
も
、
誰
も
が
住
み
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
、
こ

の
機
会
に
た
ば
こ
の
影
響
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
禁
煙
支
援
医
療
機
関
の
情
報

に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
医
師

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課健

康
増
進
担
当

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

山
梨
禁
煙
週
間

【注意事項】
※来館にあたっては、体調管理に留意いただき、

必ずマスクを着用し手指の消毒をしてくださ
い。

※入会には条件があります。利用の手引きを熟
読のうえ、お申込みください。

※定員を超える申込みがあった場合は、ご希望
に添えないこともあります。

　子と親をまるごと育むまちづくり

11
月
9
日
か
ら
15
日
は

　市では、仕事などで保護者が昼間家庭にいない小学生を対象に、授業の終了後
や長期休業等に適切な遊びや生活の場を提供し、児童の健全な育成を図ることを
目的として、市内４か所の児童センターで放課後児童クラブを開設しています。
　令和４年度に入会を希望される児童の保護者は、利用の手引きを熟読のうえ、
利用申請書に必要書類を添付して提出してください。

児童センター▶
について
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利用料など

ファミリーサポート・育児休業取得促進事業奨励金

男性の育児休業取得促進事業奨励金
　男性の育児休業の取得促進により、子育て世帯の仕事と育児の両立支援を図るため、中小企業に
勤務する市内在住の男性労働者が、育児休業を連続10日以上取得した場合、市内に事業所がある
事業主と本人に奨励金を支給します。

■支給要件
【事業主】　①～③すべてに該当
①市内に本社または事業所を有し、常時雇用労

働者が300人以下の企業、法人等の中小企業
②雇用する市在住の男性労働者が、出生8週間

後から３歳未満の子に対して連続する10日
以上の育児休業を取得し、職場復帰後1か月
以上勤務させた事業所

③雇用保険の適用事業主であり、労働協約また
は就業規則等により育児休業制度を設けてい
る事業所

【個人】
　市内外を問わず中小企業に勤務し、連続10日
以上の育児休業を取得した市在住の男性労働者

（雇用保険の被保険者で復帰後１か月以上勤務）

■支給額
【事業主】　30万円
　国の「出生時両立支援助成金」の対象となる
場合や、同一年度内に当該奨励金の支給があっ
た場合は除く

【個人】　５万円
　支給申請の対象となる育児休業に係る一子に
つき１回に限る

■申請
　該当する男性労働者が職場復帰して１か月後
から１か月以内に、申請書兼実績報告書に必要
書類を添えて申請

■申請先・問い合わせ
　総合政策課 人口対策担当（内線358）

　あなたのまちの子育て応援団♪

ファミリーサポートセンターがお手伝いします

● 保育園や学校等の始業時間前や終業時間後に預かってほしい。
● 保育園や学校等へ子どもを送迎してほしい。
● 自分が病院に行く間、預かってほしい。
● 冠婚葬祭や学校行事参加などの場合に預かってほしい。
　※宿泊を伴う預かりはできません。

■利用料　1時間700円（土・日・祝日・12/29～1/3・時
間外は1時間800円）

※申請により、月額3万円を上限に利用料（交通費を除く）
の半額を助成します。

※最初の1時間までは、それに満たない場合でも1時間分の
利用料。それ以降、30分以内は1時間分の利用料の半額

※同世帯の子どもを同時にあずかる場合、2人目から半額
※当日のキャンセルはキャンセル料がかかります。
※ミルクやおやつ、おむつ等やむを得ず用意した場合は実費

を精算させていただきます。
※援助場所によって交通費がかかります。

■援助時間　７時～19時（時間外は応相談）
■援助場所　・韮崎市子育て支援センターにら★ちび（9時～17時）
　　　　　　・お願い会員宅またはまかせて会員宅など

ファミサポ体験会を開催
■日時　11月18日（木）
　　　　10時30分～11時30分
■場所　韮崎市子育て支援センター
　　　　にら★ちび（ニコリ3階）
■対象　まだ利用したことがない
　　　　お願い会員の方
■定員　親子4組
■料金　700円
　※助成金を請求することで、実質
　　無料で体験できます。
■内容　スタッフが付き添う中で、

実際に託児体験をしていた
だきます。託児中は別室で
クリスマスフォトフレーム
を作りましょう。

■問い合わせ
　韮崎市ファミリーサポートセンター
　事務局（韮崎市子育て支援センター内）
　☎23－7676

こんなことを手助けします

　ファミリーサポートとは、市内在住の３か月から小学校６年生までの子どもを対象に、「子育てを援
助してほしい方（お願い会員）」と「子育てを援助したい方（まかせて会員）」が、地域の中でお互いに
助け合うシステムです。利用にあたっては、事前に登録が必要です。入会受付は随時行っていますの
で、ご希望の方はお問い合わせください。
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祝
!!
市
制
施
行
67
周
年

市制施行67周年記念式典

◆
特
別
有
功
表
彰

登
録
有
形
文
化
財
大
村
家
住
宅
の

寄
贈

　
大
村 

智 

名
誉
市
民
（
東
京
都
）

◆
功
労
表
彰

消
防
団
副
団
長

　
工
藤　
達
也　
　
（
神
山
分
団
）

消
防
団
員
30
年
以
上

　
保
坂　
守　
　
　
（
韮
崎
分
団
）

　
菊
島　
和
仁　
　
（
韮
崎
分
団
）

　
横
内　
郁
弘　
　
（
韮
崎
分
団
）

　
瀧
田　
孝
明　
　
（
韮
崎
分
団
）

　
清
水　
学　
　
　
（
中
田
分
団
）

　
廣
瀬　
徳
栄　
　
（
穂
坂
分
団
）

　
平
賀　
剛　
　
　
（
穂
坂
分
団
）

学
校
医

（故）
橋
本　
辰
彦
（
本
町
二
丁
目
）

　
中
込　
昭
人　
　
　
（
甲
府
市
）

学
校
歯
科
医

　
小
屋　
忠
嗣　
（
本
町
一
丁
目
）

学
校
歯
科
医
／
保
育
園
歯
科
医

　
山
本　
信　
　
　
　
　
（
旭
町
）

学
校
薬
剤
師

　
渡
邉　
桂
子　
（
若
宮
一
丁
目
）

美
術
館
協
議
会
委
員

　
小
倉　
文
子　
　
　
（
東
京
都
）

　
林　
紘
子　
　
（
若
宮
二
丁
目
）

　
向
山　
富
士
雄　
　
（
藤
井
町
）

　
眞
壁　
英
二　
　
　
（
東
京
都
）

環
境
衛
生
指
導
員

　
若
尾　
一
富　
（
本
町
一
丁
目
）

　
三
枝　
克
彰　
（
本
町
二
丁
目
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
向
山　
敬
一　
（
若
宮
二
丁
目
）

　
山
本　
た
み
枝　
　
（
神
山
町
）

　
中
島　
美
惠
子　
　
（
円
野
町
）

介
護
認
定
審
査
会
委
員

　
佐
藤　
英
貴　
　
　
（
甲
斐
市
）

◆
善
行
表
彰

地
域
振
興
費
用
の
寄
付

　
清
水　
美
知
雄　
　
（
東
京
都
）

　
服
部　
純
一　
　
　
（
東
京
都
）

　
有
限
会
社
エ
コ
ワ
ー
ル
ド

登
録
有
形
文
化
財
大
村
家
住
宅
周

辺
土
地
の
寄
贈

　
株
式
会
社
シ
ス
テ
ム
ズ

社
会
福
祉
資
金
の
寄
付

　
株
式
会
社
出
雲

社
会
福
祉
事
業
へ
の
寄
付
／
市
内

小
中
学
校
へ
学
校
図
書
購
入
費
の

寄
付

　
韮
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

市
内
保
育
園
お
よ
び
市
内
小
中
学

校
へ
備
品
の
寄
贈

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式

会
社

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
用
品
の
寄
付

　
エ
ヌ
エ
ス
テ
ィ
・
グ
ロ
ー
バ
リ

　
ス
ト
株
式
会
社

　
日
医
工
株
式
会
社

韮
崎
駅
前
広
場
に
喫
煙
所
パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
の
寄
贈

　
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社

　
山
梨
支
店

美
術
作
品
の
寄
贈

　
大
村 

智 

名
誉
市
民
（
東
京
都
）

　
音
丸　
瑠
美
子　
　
（
埼
玉
県
）

　
岸
田　
卓
郎　
　
　
（
大
阪
府
）

　
野
出
木　
貴
夫　
　
（
東
京
都
）

　
原　
尚
之　
　
　
　
（
東
京
都
）

　
中
柴　
雅
彦　
　
　
（
山
口
県
）

文
化
協
会
理
事

　
深
澤　
典
子　
（
若
宮
二
丁
目
）

　
島
田　
須
美　
　
　
（
甲
府
市
）

　
石
原　
聰
子　
　
　
（
神
山
町
）

美
術
館
協
力
員

　
大
和　
澄
江　
　
　
（
神
山
町
）

　
山
本　
若
子　
　
　
（
神
山
町
）

韮
崎
市
日
赤
奉
仕
団
員

　
小
池　
洋
子　
（
本
町
二
丁
目
）

◆
感
謝
状

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
用
品
等
の
寄
贈

　
株
式
会
社
サ
ン
．フ
ー
ズ

　
市
で
は
、
市
制
施
行
67
周
年
を
記
念
し
て
、
10
月
９
日（
土
）に
東
京
エ

レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
市
に
功
績
の
あ
っ
た
次
の
方
々
に
、
市
長
よ
り
表
彰
状
お

よ
び
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
若
尾　
綾
香　
　

 

（
東
京
都
）

　
ニ
ッ
セ
ー
株
式
会
社

　
一
般
社
団
法
人 

Ｒ
Ｅ
ｖ
ｉ
ｖ
ｅ

　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

　
山
梨
峡
北
交
通
株
式
会
社

　
有
限
会
社
塚
原
塗
装
工
業

　
清
水
工
業
株
式
会
社

　
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

　
甲
府
支
社

韮
崎
小
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
寄
贈

　
第
一
御
座
石
前
山
恩
賜
林
組
合

　
韮
崎
地
区

市
内
小
学
校
１
年
生
へ
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
歯
磨
き
М
Ａ
Ｐ
の
寄
贈

　
韮
崎
市
歯
科
医
師
会

市
内
小
学
校
入
学
児
童
へ
黄
色
帽

子
の
寄
贈

　
峡
北
地
区
明
る
い
社
会
づ
く
り

　
運
動
協
議
会

市
内
小
学
校
入
学
児
童
へ
反
射
傘

お
よ
び
ス
ク
ー
ル
バ
ッ
グ
の
寄
贈

　
甲
斐
韮
崎
交
通
安
全
協
会

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
問
い
合
わ
せ

　
秘
書
人
事
課
秘
書
担
当

（
内
線
３
２
３
・
３
２
４
）

　10月9日（土）、東京2020オリ
ンピック競技大会、レスリング男
子グレコローマン60キロ級銀メ
ダリストの「文田健一郎選手を祝
う会」を東京エレクトロン韮崎文
化ホールで実施しました。
　文田選手の功績をたたえ、また、
大会を通じていただいた感動への
感謝をお伝えするため、花束の贈
呈や韮崎東保育園の園児をはじめ
とする市民の皆さんからのメッ
セージ動画を放映しました。
　文田選手の今後の活躍とパリオ
リンピックで金メダルを獲得する
という夢を実現していただくた
め、これからも応援していきま
しょう！

文田健一郎選手、感動をありがとう！祝
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　令和4年１月に成人式を迎える方へ案内状を
12月上旬に送付します。
　現在、韮崎市に住民登録がない方で出席を希望
される方は、11月末日までにご連絡ください。

■日時
　１月9日（日）　13時30分開始
■場所　
　東京エレクトロン韮崎文化ホール
　大ホール
■問い合わせ・連絡先
　教育課 生涯学習担当
   　　　　  （内線267・268）
　※メールでも受付けます。
　kyouiku@city.nirasaki.lg.jp

滞納整理強化月間・家屋消失の届出・成人式

　固定資産税は、毎年１月１日現在に存在する家屋等に課税されます。しかし、家屋を取り壊しても届け出
がないと把握ができないため、課税されることになります。
　登記された家屋を取り壊した場合には、年内に法務局で滅失登記を行ってください。年内に滅失登記がで
きない方や未登記の家屋を取り壊した方は、必ず「家屋滅失届」を税務収納課へ提出してください。
※所有者や納税義務者が変わった場合なども、ご連絡をお願いします。
■提出書類　・家屋滅失届　・滅失したことが確認できる書類（建物滅失証明書など）
　　　　　　※提出に必要な書類等については、市ホームページをご覧ください。
■提出期限　12月24日（金）
■問い合わせ・提出先　税務収納課 資産税担当（内線156～158）

■税金等は納期限内に納めましょう
　税金等は、市民生活を支える貴重な財源です。必ず納期限内に納付しましょう。
■納税に困ったら早めにご相談を！
　やむを得ない事情（離職や病気等による減収など）で、納期限内に納付ができない方は、早めに納税相談
にお越しください。
■滞納すると滞納処分の対象となります
　税金を滞納する人の中で、納税に応じない、納税相談に訪れな
い、財産（給与、預貯金、生命保険、不動産、自動車等）があっ
ても納税しないなど、悪質と判断される場合は、早期の段階から
差押えや捜索など滞納処分の対象とします。
■口座振替をご利用ください
　納税を口座振替にすると、納税者のお持ちの口座から自動的に
引落しができるようになるので、コンビニや金融機関等に行く手
間が省け、納め忘れもなくなり、とても便利です。ご希望の方
は、税務収納課までお問い合わせください。
■問い合わせ　税務収納課 収納推進担当（内線163～166）

家屋を取り壊した方は … 年内に滅失の届け出を！

11月・12月は県下一斉 滞納整理強化月間

年
末
調
整
資
料
等
の
配
布
に
つ
い
て

～安定的な税収入の確保と、税負担の公平性を保つため、滞納整理を強化します～

　
令
和
３
年
分
給
与
所
得
の
年

末
調
整
お
よ
び
法
定
調
書
用
紙

の
配
布
を
下
記
の
日
程
で
実
施

し
ま
す
。（
甲
府
税
務
署
職
員

同
席
）

　
開
始
直
後
は
会
場
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
来
庁

時
間
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
末
調
整
等
説
明

会
に
つ
い
て

は
、
本
年
度

も
中
止
と
さ

せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
配
布
日
程

　
11
月
19
日（
金
）

　
13
時
30
分
～
15
時

■
場
所

　
市
役
所
４
階
大
会
議
室

■
注
意
事
項

※
配
布
日
程
以
後
は
、
１
階
税

務
収
納
課
に
て
必
要
書
類
を

随
時
配
布
し
ま
す
（
配
布
の

み
）。

※
予
約
不
要

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
収
納
課
市
民
税
担
当

（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

令和 4 年 

成人式のご案内

▲詳しくは
　こちら
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財政状況

自主財源　韮崎市が自主的に収入できる財源：38.4%
依存財源　自主財源以外（国県支出金・市債）
　　　　　の財源：61.6%

　歳入は、市税が法人市民税の増により約3億
円（6.0％）の増、地方交付税が普通交付税の
増により約8億5千万円（46.4％）の増、国庫支出
金が特別定額給付金事業費補助金等の新型コロ
ナウイルス感染症関連の補助金により約34億
1千万円（201.1％）の増、寄付金がふるさと
応援寄付金の増により約7千万円（29.2％）
の増となりました。一方、使用料および手数料
が韮崎大村美術館や甘利山グリーンロッジ使
用料の減により約2千万円（8.0％）の減、市
債は普通建設事業費の減により約8億1千万
円（36.3％）の減となりました。全体では、
前年度に比べ一般会計総額で約37億8千万円
（25.7％）の増となりました。

　歳出は、総務費が特別定額給付金給付事業費
等により約28億5千万円（138.3％）の増、
民生費が子育て世帯応援臨時給付金支給事業費
等により約7千万円（1.6％）の増、衛生費が
新型コロナウイルスワクチン接種事業費等に
より約2千万円（1.7％）の増、商工費がチー
ムにらさきエール商品券事業費等により約3
億5千万円（191.8％）の増、教育費が小中学
校ICT環境整備事業費等により約3億4千万円
（17.8％）の増となりました。一方、土木費
は下水道事業会計補助金の減等により約1億7
千万円（10.4％）の減となりました。全体で
は、前年度に比べ一般会計総額で約35億6千
万円（24.8％）の増となりました。

　「財政状況の公表」は、市の財政がどのように運営され、どのような状況にあるかを市民の皆さんに広く
知っていただくため、年2回広報により公表するものです。
　今回は、令和2年度の決算状況のほか、令和3年度の予算の補正状況について、その概要を公表します。

韮崎市の財政状況を公表

市税 市民の皆さんや市内に事業所を持つ法人などに納めていただい
た税金

地方交付税
全国の市町村が一定水準の行政サービスを提供できるよう、国
税のうち所得税、法人税、酒税、消費税の一定割合を国が交付
するお金

使用料および
手数料

使用料は市の施設の使用者に対してその対価として支払ってい
ただくお金（市営体育館使用料など）、手数料は市が行うサービス
を受ける方に負担していただくお金（住民票発行手数料など）

国庫支出金 特定の事業の財源として国から交付される負担金や補助金など

県支出金 特定の事業の財源として県から交付される負担金や補助金など

繰入金 市の基金（貯金）を取り崩して、各種事業の財源に充てるお金

繰越金 前年度の決算から繰り越されたお金

諸収入 育英奨学金などの貸付金の返還金、国や県から委託された事業
に係る受託事業収入など

市債 主に公共施設などの建設の際に必要となる財源を調達するた
め、１会計年度を越えて返済する借入金（借金）

議会費 議会の運営や議員の報酬に関する経費
総務費 戸籍、庁舎や財産の維持管理、選挙等に要する経費

民生費 高齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉、生活保護等に要
する経費

衛生費 健康診断や廃棄物処理など、保健や環境衛生に要する経
費

労働費 労働者福祉対策、雇用対策などに必要な経費
農林水産業費 農業、林業の振興や基盤整備に要する経費

商工費 商工業や観光の振興などに必要な経費
土木費 道路や河川公園などの整備、維持管理に要する経費
消防費 消防、防災対策等に要する経費
教育費 小中学校、生涯学習、スポーツの振興に要する経費

災害復旧費 自然災害などで被害を受けた道路や水路を復旧するため
の経費

公債費 市債（市の借金）を返済する元金と利子の償還金

【用語の解説】

市税
53億7,410万4千円
　　　　　  29.0％ 

地方交付税
26億6,556万1千円
　　　　　  14.4％

使用料および手数料
 2億3,511万1千円
                   1.3％

国庫支出金
50億9,812万2千円　27.5％

県支出金
11億8,738万7千円　6.4％

寄付金
3億677万3千円　1.6％

繰入金
2億8,102万6千円　1.5％

繰越金
4億1,864万2千円　2.3％

諸収入
2億5,063万9千円　1.4％

市債     　　14億1,250万円　7.6％

その他   　13億119万2千円　7.0％

 歳入総額
185億3,105万7千円

総務費
49億1,742万8千円
　　　　　  27.5％

民生費
42億5,477万5千円
                 23.8％

衛生費　13億6,284万2千円　7.6％
労働費　1,702万4千円　0.1％

農林水産業費
6億9,212万4千円　3.9％

商工費
5億2,887万1千円　2.9％

土木費
14億2,998万3千円　8.0％

消防費
6億5,794万7千円　3.7％

教育費
22億5,555万5千円　12.6％

議会費
1億3,836万2千円　0.8％

公債費
15億9,302万8千円　8.9％
災害復旧費
4,167万4千円　0.2％

 歳出総額
178億8,961万3千円

令和2年度　一般会計決算
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財政状況

　実質単年度収支は、単年度収支から実質的な黒字要素
（財政調整基金積立金、地方債繰上償還額）や赤字要素
（財政調整基金取崩額）を加減したもので、当該年度に
おける実質的な収支を把握するための指標です。 
　令和2年度は、歳入では法人市民税や普通交付税、新
型コロナウイルス感染症対策事業に係る国庫支出金の増
により前年度に比べ25.7％の増、歳出では特別定額給
付金給付事業費やチームにらさきエール商品券事業費等
の増により前年度に比べ24.8％増の決算規模となり、
単年度収支が黒字化したため、3期ぶりに実質単年度収
支が黒字となりました。

※令和3年4月1日現在の人口（28,764人）で割って算出し
た額を行政サービス額としています。

年　度 令和2年度 令和元年度

歳入決算額（A） 18,531,057 14,747,904

歳出決算額（B) 17,889,613 14,329,262

歳入歳出差引額（C）
【（A）－（B）】 641,444 418,642

翌年度に繰り越すべき財源（D） 185,724 142,798

実質収支（E）【（C）－（D）】 455,720 275,844

単年度収支（F） 179,876 △ 62,639

積立金（G） 156,657 328,390

繰上償還金（H） 0 0

積立金取崩額（I） 246,524 319,509

実質単年度収支（J） 
（F）+（G）+（H）－（I） 90,009 △53,758

議会運営のため（議会費） 4,810

庁舎管理や戸籍のため（総務費） 170,958

福祉のため（民生費） 147,920

環境や健康のため（衛生費） 47,380

就労支援のため（労働費） 592

農林業のため（農林水産業費） 24,062

商工業や観光振興のため（商工費） 18,387

道路や公園のため（土木費） 49,714

地域防災のため（消防費） 22,874

教育のため（教育費） 78,416

災害復旧のため（災害復旧費） 1,449

借入金返済のため（公債費） 55,383

支出総額 621,945

市民税（個人）市民一人あたり 53,209

固定資産税（個人）市内一世帯あたり 74,174

軽自動車税市内一世帯あたり 10,122

市たばこ税市民20歳以上一人あたり 9,032

入湯税市民一人あたり 208

都市計画税（個人）都市計画区域内
一世帯あたり 7,542

国民健康保険税被保険者一人あたり 86,552

特別会計 歳入 歳出 歳入のうち 
一般会計繰入金

国民健康保険 3,077,338 3,077,338 220,844

後期高齢者医療 331,491 330,760 79,425

介護保険 2,643,697 2,576,328 417,743

介護サービス事業 7,576 7,576 4,402

財産区 874 562 0

企業会計 収入 支出 収入のうち 
一般会計補助金

市立病院
収益的 2,368,327 2,491,858

267,882
資本的 187,279 228,315

（※資本的収支補てん財源　過年度分損益勘定留保資金　40,649
当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額　387）

（令和2年度末過年度分損益勘定留保資金残高　124,528）

水道事業
収益的 863,154 848,960

161,844
資本的 257,284 433,004

（※資本的収支補てん財源　過年度分損益勘定留保資金　164,669
　　　           当年度分消費税および地方消費税収支調整額　11,051）

（令和2年度末過年度分損益勘定留保資金残高　54,870）

簡易水道
事業

収益的 14,215 14,215
10,904

資本的 1,596 3,192

（※資本的収支補てん財源　当年度分損益勘定留保資金　1,596）

下水道
事業

収益的 812,013 792,369
512,259

資本的 634,516 954,646

（※資本的収支補てん財源　当年度分損益勘定留保資金　315,278
 当年度分消費税および地方消費税収支調整額　4,852）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：千円）

（単位：千円）

【参　考】
実質収支＝歳入歳出差引額－翌年度に繰り越すべき財源
単年度収支＝当年度実質収支－前年度実質収支
実質単年度収支＝単年度収支＋積立金（財政調整基金）＋
　　　　　　　　繰上償還額－基金取崩額（財政調整基金）

特別会計・企業会計決算

市民一人あたりの行政サービス費用

主な市税の負担状況

実質単年度収支の推移
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財政状況

　都市計画税は、都市計画法に基づいて行う都市
計画事業や土地区画整理事業に要する費用に充て
ることを目的とした地方税です。

　入湯税は、観光の振興、環境衛生施設・鉱泉源
の保護管理施設および消防施設その他消防に必要
な施設の整備に要する費用に充てることを目的と
した地方税です。

　基金は、市の貯金です。条例の規定により、特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立てまたは定額の資金を
運用するために設けられるものです。令和2年度末の残高は、前年度比で約9千万円（1.5％）の増となりました。市
民一人あたりの貯金額は、令和2年度末の残高を28,764人（令和3年4月1日現在の住民基本台帳人口）で割って算
出し、約21万4千円となります。

区　分基金名 令和元年度末 現在高 令和2年度中 積立額（増額） 令和2年度中 取崩額（減額） 令和2年度末 現在高
韮崎市財政調整基金 2,087,206 156,657 246,524 1,997,339

（内土地開発公社貸付金） 111,729 111,729 165,252 58,206
韮崎市都市計画事業基金 306,089 18,249 0 324,338
韮崎市職員の退職手当準備基金 173,524 1,993 0 175,517
韮崎市市債管理基金 404,963 2,497 0 407,460
韮崎市社会福祉事業基金 162,210 1,809 2,453 161,566
韮崎市国際交流基金 80,221 1,001 0 81,222
韮崎市地域福祉基金 298,000 0 0 298,000
韮崎市育英奨学基金 27,448 0 2,443 25,005
韮崎市公共施設整備基金 1,104,872 234,889 0 1,339,761
韮崎市立小中学校施設整備基金 438,772 2,068 20,000 420,840
韮崎市小水力発電施設整備基金 1,605 3 0 1,608
韮崎市社会教育振興基金 24,742 51 9,606 15,187
韮崎市森林環境譲与税基金 2,229 4,828 0 7,057

一般会計（小計） 5,111,881 424,045 281,026 5,254,900
韮崎市国民健康保険財政調整基金 563,312 782 74,547 489,547
韮崎市介護保険事業基金 321,288 23,767 0 345,055
財産区 62,234 327 41 62,520

特別会計（小計） 946,834 24,876 74,588 897,122
合          　計 6,058,715 448,921 355,614 6,152,022

入湯税充当事業区分 事業費 入湯税充当額
環境衛生施設の整備 上水道施設の整備 5,433 996
消防施設等の整備 消防可搬式ポンプ2台購入 3,498 18

観光施設の整備 観光施設管理事業 2,662 488
健康ふれあいセンター管理事業 30,195 1,062

観光振興 観光宣伝事業 733 106
韮崎市観光協会補助金 18,124 3,322

入湯税充当事業  合計 60,645 5,992

都市計画税充当事業区分 事業費 都市計画税
充当額

都市計画事業 都市計画基金積立 18,249 16,607
その他 都市計画事業債償還額 18,793 18,793

都市計画税充当事業  合計 37,042 35,400

　令和2年度末の市全体の市債現在高は、令和元
年度末より2億4千万円減少し、320億2千万円と
なりました。この内訳は事業債が207億5千万円
（64.8％）、特例債（歳入不足を補うために地方交
付税制度等で設けられている特例的な借入金）が
112億7千万円（35.2％）となっています。事業
債については、地域体育館建設事業や文化ホール管
理運営事業の借入はあるものの、償還により前年度
から1億円（0.5％）の減となり、特例債について
も減収補てん債の借入はあるものの、償還により前
年度から1億4千万円（1.2％）の減となっています。
　今後も市では、臨時財政対策債などの特例債や交
付税による補てん割合の大きい有利な借入金を選択
して借入れをしていく方針です。ただし、市債は借
金でありますので、発行についてはより一層の注意
を払い健全な財政運営に努めてまいります。

（単位：千円）

　森林環境税譲与税は、国税である森林環境税を国が地
方公共団体に交付するものであり、森林の伐採や人材育
成・担い手の確保、木材利用の促進等に要する費用に充
てることを目的とした譲与税です。

森林環境譲与税充当事業区分 事業費 森林環境
譲与税充当額

林業総務一般事務費
（森林経営管理意向調査業務） 971 971

林業総務一般事務費（森林整備事業） 1,203 1,203
森林環境譲与税基金積立金 4,828 4,828

譲与税充当事業　合計 7,002 7,002

市債の事業別・借入先別残高

基金の残高

目的税・譲与税の使途

◇森林環境譲与税  令和2年度決算額  700万2千円

◇都市計画税 令和2年度決算額  3,540万円

◇入湯税    令和2年度決算額  599万2千円

（単位：千円）

0 20 40 60 80 100 (億円)
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令和2年度末残高 320億2千万円

市債残高３２０億２千万円のうち交付税等
による補てんにより市の実質的負担は
１４２億９千万円となり、市民一人あたり
の負担額は約４９万７千円となります。
※一人あたり負担額は、実質的負担額を
２８，７６４人（令和3年４月１日現在の住
民基本台帳人口）で割って算出しました。

■ 政府資金
■ 地方公共団体金融機構
■ 金融機関等
■ 山梨県0.4

0.1

1.0

4.7

0.1

1.3

0.4



15

交付金の使途

健全化判断比率等の公表

財政状況

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく本市
財政の健全化判断比率（下表の４指標）は、早期健全化基
準を大きく下回り、健全財政を堅持しています。

◇健全化判断比率

◇資金不足比率

※実質赤字比率および連結実質赤字比率は、各会計とも赤
字額がないため比率は算定されません。

※実質公債費比率は、標準財政規模に対する1年あたり
の全ての借入金の元利償還金（返済額）の割合の3か
年平均です。一般家庭に例えると年間の給料総額に対
し、年間の借入金（住宅や車などのローン）の返済額
の割合を算出するものです。

※将来負担比率は、標準財政規模に対する将来負担するこ
ととなる見込額（充当可能基金を除く）の割合です。
一般家庭に例えると年間の給料総額に対し、借入金
（住宅や車などのローン）の総額や子どもに対する今
後の学費などの将来負担見込額から貯金を除いた額の
割合です。

※各比率の分母となる標準財政規模とは、標準的な一般財
源収入額をいい、市税、地方譲与税および普通交付税
が含まれています。一般家庭に例えると年間の給料総
額（手当等を除く）に相当するものです。

　標準財政規模　＝　87億2,143万3千円

※資金不足比率は、公営企業の事業規模に対する資金不足
額の割合ですが、各会計とも資金不足額がないため、
比率は算定されません。

※市の各比率が上記の早期健全化基準等を超えた場合に
は、財政健全化計画等の策定をすることになります。

令和2年度 早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 - 13.58 20.00
連結実質赤字比率 - 18.58 30.00
実質公債費比率 8.8 25.0 35.0
将来負担比率 82.5 350.0 -

令和2年度 経営健全化基準
病院事業 - 20.0
水道事業 - 20.0
簡易水道事業 - 20.0
下水道事業 - 20.0

区　　　分 当初予算額 補正予算額 補正後の予算額 繰越額 予算現額
一般会計 14,055,000 802,660 14,857,660 526,969 15,384,629
特別会計 6,006,870 88,082 6,094,952 0 6,094,952

内　
　
訳

国民健康保険 3,094,962 0 3,094,962 0 3,094,962
後期高齢者医療 330,633 0 330,633 0 330,633
介護保険 2,571,183 80,026 2,651,209 0 2,651,209
介護サービス事業 8,271 0 8,271 0 8,271
財産区 1,821 8,056 9,877 0 9,877

企業会計 6,240,335 2,229 6,242,564 21,340 6,263,904

内　
　
訳

市立病院 2,919,949 0 2,919,949 21,340 2,941,289
水道事業 1,410,236 2,229 1,412,465 0 1,412,465
簡易水道 21,339 0 21,339 0 21,339
下水道事業 1,888,811 0 1,888,811 0 1,888,811

合　計 26,302,205 892,971 27,195,176 548,309 27,743,485

（単位：千円）

（単位：％）

（単位：％）

主な元利償還金
・市借入金返済額    　　　　　    15億9,302万8千円
・公営企業の借入金に対する返済額の財源充当額

5億2,233万6千円
・峡北広域行政事務組合等の借入金に対する返済額等の

財源充当額　　　　　　　         1億8,405万4千円

主な比率算入額
・市借入金総額　　 　　　　　   195億6,323万5千円
・公営企業の借入金に対する財源充当見込額

95億4,276万4千円
・峡北広域行政事務組合等の借入金に対する財源充当見

込額                                       13億6,945万9千円
・職員退職手当負担見込額　　　   16億4,837万2千円
・充当可能基金　　　　　　　　　59億4,229万7千円

社会保障財源充当事業区分 事業費 充当額
社会福祉事業 1,851,382 207,327
社会保険事業 984,724 110,359
保健衛生事業 415,163 46,528

交付金充当事業合計 3,251,269 364,214

　消費税引上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）
は、社会保障に要する費用に充てることを目的とした交付
金です。

◇地方消費税交付金（社会保障財源化分）
令和2年度決算額　3億6,421万4千円

令和3年度上半期予算の補正状況

（単位：千円）
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支
払
い
く
だ
さ
い
。

お
し
ゃ
れ
し
め
飾
り
教
室

　
華
や
か
な
し
め
飾
り
を
作
り
、

新
年
を
迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
ょ

う
♪

■
日
時　
12
月
12
日（
日
）

　
　
　
　
13
時
～
15
時

■
受
講
料　
１
，５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
材
料
費
込
）

■
定
員　
15
名

　
　
　
　
13
時
30
分
～
14
時
45
分

　
　
　
　
13
時
15
分
か
ら
受
付

　
検
温
と
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
記

入
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
定
員
・
費
用

　
40
人
程
度　
参
加
費
無
料

■
場
所　
ニ
コ
リ
3
階

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５-

２
５
１-

２
２
３
８

「
誕
生
！
～
す
べ
て
の
も
の
に
は

は
じ
ま
り
が
あ
る
～
」
展
示

　
現
在
、
日
本
中

が
ま
だ
大
変
な
時

期
を
過
ご
し
て
い

ま
す
が
、
そ
ん
な

中
で
も
当
館
は
無
事
に
10
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
月
は
「
誕
生
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
資
料
を
集
め
ま
し
た
の
で
、

図
書
館
に
限
ら
ず
、
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
に
つ
い
て
の
「
は
じ
ま
り
」

を
ぜ
ひ
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
展
示
期
間　
10
月
30
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
～
11
月
28
日（
日
）

「
お
は
な
し
会
」

　
季
節
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。
お
は
な
し
会
に
参
加

さ
れ
た
方
に
お
り
が
み
と
折
り
方

の
解
説
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

お
う
ち
で
お
り
が
み
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
13
日（
土
）

　
　
　
　
14
時
か
ら
20
分
程
度

■
場
所　
読
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー

■
対
象　
マ
ス
ク
の
着
用
が
可
能

な
２
歳
～
小
学
校
低
学
年
の
子

ど
も

朗
読
の
つ
ど
い
（
無
料)

　
11
月
は
市
内
３
つ
の
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
出
演
で
す
。

■
日
時　
11
月
20
日（
土
）

　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
3
階

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

「
毒
も
み
の
す
き
な
署
長
さ
ん
」

宮
沢 　

賢
治 

作

朗
読　

㓛く

刀ぬ
ぎ 　

朝あ
さ

香か 

氏

「
む
か
し
の
こ
と
」内海 

隆
一
郎 

作

朗
読　

清し

水み
ず 

ひ
ろ
美み 

氏

「
狐
の
嫁
入
り
」池
波 

正
太
郎 

作

朗
読　

保ほ

阪さ
か 

え
み
子こ 

氏

※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
伴
う
、
多
目
的
ホ
ー
ル
の

利
用
規
則
と
し
て
入
場
者
は
氏

名
・
連
絡
先
・
住
所
の
記
入
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
予
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合
に
は

ご
利
用
を
お
控
え
い
た
だ
き
ま

す
。

※
会
場
は
入
場
定
員
制
限
が
あ
る

た
め
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

韮
崎
市
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル

入
選
者

☆
小
学
生
の
部

名
誉
市
民
賞

藤ふ
じ

原わ
ら　
悠ひ

さ

亘の
ぶ

（
韮
崎　
４
年
）

市
長
賞

松ま
つ

倉く
ら　
叶き

ょ
う
か果
（
北
東　

２
年
）

教
育
長
賞

藤ふ
じ

原わ
ら　
熙ひ

ろ
と人
（
韮
崎　

２
年
）

校
長
会
会
長
賞

小こ
ば
や
し林　
大ひ

ろ
む睦
（
北
東　
５
年
）

図
書
館
長
賞

伊い
と
う藤　
瑞み

ず
き　
（
韮
崎　
４
年
）

☆
中
学
生
の
部

名
誉
市
民
賞

田た
な
か中　
杏あ

ん
な奈
（
韮
崎
西
２
年
）

三さ
え
ぐ
さ枝　
詩し

ま茉
（
韮
崎
西
２
年
）

市
長
賞

中な
か
む
ら村　
和か

ず
な愛
（
韮
崎
西
２
年
）

教
育
長
賞

小お
が
わ川　
愛ま

な
か加
（
韮
崎
西
２
年
）

校
長
会
会
長
賞

津つ
が
ね金　
覚さ

と
る　
（
韮
崎
西
３
年
）

図
書
館
長
賞

長な
が
し
ま島　
玲れ

い　
（
韮
崎
東
１
年
）

第8回

大
村
記
念

図
書
館

☎
２
２ｰ

４
９
４
６
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●国民健康保険より
10月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担
額）は、157,996,737円（前年同月比7.23%増）で、
１人あたりの保険者負担額は、24,496円（前年同月比
8.89%増）でした。引き続き健康に気をつけ医療費の節
約にご協力ください。

●市の人口　10月１日現在 　　    　　　 　（前月比）
　 男　１４，３４９人（うち外国人２６５人）   　　１人増
　 女	　１４，２９５人（うち外国人２５２人）   　１２人減
　 計　２８，６４４人（うち外国人５１７人）   　１１人減
　 世帯数　１２，６８９世帯    　　　     　 　　５世帯増

心
に
ビ
タ
ミ
ン
♪

絵
画
と
音
楽
の
贈
り
も
の

（
参
加
費
無
料
）

韮
崎
大
村
美
術
館
・
な
な
い
ろ
共
催

　
絵
画
と
音
楽
で
、
癒
し
の
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
韮
崎
大

村
美
術
館
の
企
画
展
「
鈴
木
信
太

郎
」
の
作
品
を
鑑
賞
し
た
後
に
、

大
村
智
博
士
の
生
家
「
螢
雪
寮
」

に
会
場
を
移
し
、
童
謡
と
ピ
ア
ノ

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
お
楽
し
み
い
た

だ
き
ま
す
。

■
日
時　
12
月
７
日（
火
）

      　
　
13
時
～
15
時

■
会
場　
韮
崎
大
村
美
術
館

　
　
　
　
螢
雪
寮

■
定
員　
20
名

■
出
演　

　
童
謡
歌
手　
　
若わ

か

林ば
や
し 

秀ひ
で

和か
ず 

氏

　
ピ
ア
ニ
ス
ト　
青あ

お

木き 

陽は
る

香か 

氏

■
申
込
み　
11
月
４
日（
木
）か
ら

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
講
座

（
参
加
費
無
料
・
中
央
公
民
館
共
催
）

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

が
主
催
す
る
初
心
者
向
け
の
パ
ソ

コ
ン
講
座
に
、
地
域
の
方
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
は

こ
ち
ら
で
ご
用
意
し
ま
す
。

　
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
１
回
目  

12
月
４
日（
土
）

　

２
回
目  

12
月
15
日（
水
）

　
13
時
～
17
時

■
会
場　
ニ
コ
リ 

会
議
室
８

■
定
員　
各
回
若
干
名

■
講
師

　
元
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
主
宰　

　
向む

こ
う

山や
ま 

幹み
き

夫お 

氏

■
申
込
み　
11
月
４
日（
木
）か
ら

０
歳
児
親
子
あ
ん
し
ん
子
育
て
講

座
（
要
予
約
）

　
あ
な
た
が
望
む
あ
な
た
ら
し
い

子
育
て
を
応
援
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
５
日（
金
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　
２
階
に
ら
★
ち
び

　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

■
講
師　
内な

い

藤と
う 

香か

織お
り

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ち
び

っ
こ
は
う
す
理
事
長
）

■
定
員　
０
歳
児
の
親
子
10
組

■
参
加
費　
１
０
０
円

赤
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば（
参
加
費
無
料
）

　
い
つ
も
の
に
ら
★
ち
び
の
ひ
ろ

ば
に
、
赤
ち
ゃ
ん
向
け
の
コ
ー
ナ

ー
が
登
場
し
ま
す
♪

■
日
時　
11
月
12
日（
金
）

　
　
　
　
11
月
19
日（
金
）

　
　
　
　
13
時
～
15
時

■
場
所　
３
階
に
ら
★
ち
び

に
ら
★
ち
び
子
育
て
相
談
室

　
に
ら
★
ち
び
子
育
て
相
談
室
で

は
、
あ
な
た
が
望
む
あ
な
た
ら
し

い
子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
を
し
な
が
ら
「
こ
ん
な

こ
と
聞
い
て
い
い
の
か
な
？
」「
誰

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
記
載
の

内
容
が
中
止
・
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

フ
ェ
ス
タ
に
行
こ
う
！

韮
崎
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
'21
開
催

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
発
表
部

門
と
芸
術
鑑
賞
部
門
を
中
止
し
、

展
示
部
門
の
み
開
催
し
ま
す
。

※
入
場
無
料
・
未
就
学
児
も
入
場

い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
程　
11
月
10
日（
水
）

　
　
　
　
～
14
日（
日
）　
５
日
間

■
時
間　
10
時
～
16
時

※
最
終
日
は
15
時
ま
で

■
展
示
場
所

【
園
児
・
小
中
学
生
入
賞
作
品
】

　
ニ
コ
リ
１
階

　
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

【
文
化
協
会
作
品
、公
民
館
作
品
、

親
子
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室
作
品
、

図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習
コ

ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
】

　
ニ
コ
リ
地
下
１
階

　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
・
２

■
そ
の
他

　
入
賞
作
品
の
発
表
会
を
関
係
者

の
み
で
執
り
行
う
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
実

　
行
委
員
会
事
務
局

　
（
教
育
課
生
涯
学
習
担
当
内
）

内
線
２
６
７
・
２
６
８

に
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の

？
」
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困

っ
て
い
る
こ
と
、
入
園
を
控
え
て

不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
ん

な
悩
み
が
あ
れ
ば
、
に
ら
★
ち
び

子
育
て
相
談
室
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
ゆ
っ
く

り
お
話
を
伺
い
ま
す
。

■
対
象　
市
内
に
お
住
ま
い
の
妊

娠
中
の
方
、
子
育
て
中
の
方
ど
な

た
で
も

■
相
談
方
法

　
メ
ー
ル
・
電
話
・
面
談

■
日
時　
火
曜
日
か
ら
土
曜
日　

※
時
間
等
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
要
予
約
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

中
央
公
民
館

☎
２
０ｰ
１
１
１
５

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
２
３ｰ

７
６
７
６
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広　報
にらさき

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

inform
ation

　
お
知
ら
せ

ゆ
～
ぷ
る
に
ら
さ
き　

臨
時
休
館
日
の
お
知
ら
せ

　
施
設
の
工
事
を
行
う
た
め
、
次

の
日
程
を
臨
時
休
館
と
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
臨
時
休
館
日

　
11
月
９
日（
火
）・
10
日（
水
）

■
問
い
合
わ
せ

　
ゆ
～
ぷ
る
に
ら
さ
き

　
☎
２
０
‐
２
２
２
２

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

農
業
者
年
金
制
度
は
農
業
者

の
た
め
だ
け
に
用
意
さ
れ
た
政
策

年
金
で
、
農
業
者
の
老
後
生
活
の

安
定
と
福
祉
の
向
上
を
図
り
、

「
農
業
者
の
確
保
」
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

加
入
資
格
は
、
60
歳
未
満
、
年

間
60
日
以
上
農
業
従
事
、
国
民
年

金
第
一
号
被
保
険
者
（
保
険
料
納

付
免
除
者
を
除
く
）
で
す
。
終
身

年
金
で
万
一
、
80
歳
前
に
亡
く
な

ら
れ
た
場
合
で
も
80
歳
ま
で
の
年

金
が
保
証
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
支
払
保
険
料
の
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

る
た
め
、
節
税
に
も
な
り
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

韮
崎
市
農
業
委
員
会

（
内
線
２
２
１
・
２
２
６
）

　
労　
働

労
働
保
険
加
入
手
続
は
お
済
み
で

す
か
？　

　
11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間
で
す
。
事
業
主
の
方
は
、

社
員
・
パ
ー
ト
・
な
ど
を
問
わ
ず
、

一
人
で
も
労
働
者
を
雇
っ
て
い
る

場
合
は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
の
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
加
入
手
続
が
お

済
み
で
な
い
事
業
所
の
方
は
、
手

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
公
共
職
業
安
定
所

　
☎
２
２
‐
１
３
３
１

　
イ
ベ
ン
ト

穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

①
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
体
験
教
室

こ
ん
に
ゃ
く
芋
か
ら
、こ
ん
に
ゃ

く
を
作
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
汚
れ

て
も
よ
い
調
理
に
適
し
た
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
７
日（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
12
名

■
参
加
費　
５
０
０
円

■
申
込
み　
11
月
１
日
～
６
日

②
森
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

音
楽
を
通
じ
て
、
地
域
住
民

の
交
流
の
場
を
作
ろ
う
と
活
動
し

て
い
る
「
森
の
音
楽
企
画
」
に
よ

る
音
楽
会
ベ
ン
ト
で
す
。

■
日
時　
11
月
14
日（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
25
名

■
参
加
費　
１
０
０
円

■
申
込
み　
11
月
１
日
～
13
日

③
木
の
実
の
リ
ー
ス
・
マ
ス
コ
ッ

　
ト
作
り
教
室

　
木
の
実
や
木
々
を
使
っ
て
、
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
や
動
物
の
マ
ス

コ
ッ
ト
を
作
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
21
日（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
12
名

■
参
加
費　
５
０
０
円

■
申
込
み　
11
月
１
日
～
20
日

※
い
ず
れ
の
イ
ベ
ン
ト
も
マ
ス
ク

の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
穂
坂
自
然
公
園
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
３
７
‐
４
３
６
２

甲
府
矯
正
展
を
開
催
し
ま
す

　
全
国
の
刑
務
所
で
製
作
し
た
作

業
製
品
の
販
売
と
塀
の
中
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
３
日（
水
・
祝
）

   




　
10
時
～
16
時

　
　
　
　
11
月
４
日（
木
）

　
　
　
　
９
時
～
15
時

■
場
所

　
山
梨
県
防
災
新
館
オ
ー
プ
ン
ス

ク
エ
ア
お
よ
び
県
民
ひ
ろ
ば

■
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
刑
務
所
企
画
部
門

　
☎
０
５
５
‐
２
４
１
‐
８
３
１
１

　
こ
の
た
び
市
で
は
、
使
用
が
終

了
と
な
り
返
還
さ
れ
た
市
営
墓
地

（
６
区
画
）
を
貸
出
し
ま
す
。

■
所
在
地
・
区
画
数

・
富
士
見
ヶ
丘
一
丁
目
地
内

　
（
新
府
墓
地
）　
６
区
画

※
一
つ
の
区
画
に
複
数
の
申
請
が

あ
っ
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。

※
申
請
は
１
世
帯
１
区
画
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
永
代
使
用
料

　
新
府
墓
地　

 

１
区
画
35
万
円 

■
使
用
者
の
条
件

　
申
請
時
点
で
市
内
に
住
所
を
有

す
る
者

■
受
付
期
間

　
11
月
１
日（
月
）～
19
日（
金
）

　
平
日
の
８
時
30
分
～
17
時
15
分

■
申
請
方
法

　
受
付
期
間
中
に
、
必
要
書
類
を

市
民
生
活
課
生
活
環
境
担
当
に
直

接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
書
類

　
市
営
墓
地
使
用
許
可
申
請
書

※
実
際
に
現
地
を
確
認
し
た
う
え　

で
ど
の
区
画
に
申
請
を
す
る
か

決
め
て
く
だ
さ
い（
市
民
生
活

課
窓
口
で
市
営
墓
地
内
の
地
図

を
お
貸
し
し
ま
す
）。

※
申
請
者
本
人
が
窓
口
に
来
ら
れ

な
い
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要

で
す
。

※
申
請
書
と
委
任
状
の
用
紙
は
、

市
民
生
活
課
窓
口
も
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
取
得

す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
市
民
生
活
課
生
活
環
境
担
当

（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

市
営
墓
地
を
貸
出
し
ま
す

▲募集区画の１つです。その他５
区画は市ホームページおよび現
地でご確認ください。
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民謡魂ふるさとの唄

★
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
記
載
の
内
容
が
中
止
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

番

■日　時　12月5日（日）　開場17時～／開演18時～
■場　所　東京エレクトロン韮崎文化ホール　大ホール
■司会者　城島 茂（TOKIO）、近藤 泰郎アナウンサー
■出演者　放送日等を含め、決まり次第NHK甲府放送局のホームページでご案内します。
■観覧申込み　郵便往復はがき（私製を除く）に必要事項を記入してご応募ください。
　※応募多数の場合は、抽選のうえ、入場整理券（1枚で２名まで入場可）をお送りします。　
　★往信表面　〒407-0002　韮崎市藤井町坂井205
　　　　　　　東京エレクトロン韮崎文化ホール　「民謡魂　ふるさとの唄」観覧係

★往信裏面　郵便番号、住所、氏名、電話番号
★返信表面　郵便番号、住所、氏名　　　　　　★返信裏面　白紙（何も記入しないでください。）
※記入に不備があった場合は無効となりますので、ご注意ください。
※紙、シールの貼付、修正液や消えるボールペンの使用はご遠慮ください。

■応募期限　11月10日（水）　必着
　◦未就学児の入場はご遠慮ください。
　◦インターネット等での入場整理券の売買は固くお断りします。

◦ご応募の際にいただいた個人情報は、抽選結果のご連絡に使用させていただきます。また、NHKで
は、受信契約者情報との照合、受信料のお願いに使用させていただくことがあります。

■問い合わせ　東京エレクトロン韮崎文化ホール　☎20-1155
　　　　　　　NHK甲府放送局　☎055-255-2148

女性のための
起業セミナー

　9月から10月に開催を予定していた起業
セミナーは、新型コロナウイルス感染症の状
況を踏まえ、日程・内容を下記のように変更
しました。参加者を再募集しますので、起業
に興味のある方は是非ご参加ください。

　6月5日（土）にポ
リテクセンター山梨
で、第12回山梨県
高等学校溶接競技会
が開催されました。
韮崎工業高校の生徒
5名が出場し、1位
功

く

刀
ぬ ぎ

亮
りょう

さん、2位二
ふ た

柿
が き

勝
まさる

さん、3位菊
き く

島
し ま

海
か い

斗
と

さん、4位石
い し

戸
と

谷
や

美
み

空
く

さん、5
位久

く

保
ぼ

田
た

将
ま さ

宗
む ね

さんと上位5位を独占し、大会9連覇、ま
た、8大会連続で1、2位独占という快挙を達成しまし
た。生徒の皆さんからは「お互いを高め合い、アドバイ
スしながら練習し、楽しく臨んだ結果、メンバー全員で
入賞できてよかった。いい経験ができた」と話してくれ
ました。
　上位2名の功刀さんと二柿さんは、来年7月に行われ

る関東甲信越高校生溶接コンク
ールに出場します。「限られた
練習時間の中で、見つけた課題
をクリアし、いい作品を作り、
全国大会の出場を目指したい」
と意気込みを話してくれた2人
の活躍を期待しています。

9連覇達成 おめでとうございます！

■開催日
《講座》
①12月７日（火）　　②12月21日（火）

《先輩起業家見学会》
③１月18日（火）　　④１月25日（火）
※①から③はオンライン
　④は小人数のグループによる現地視察

■開催時間　①～③　10時～12時
　　　　　　　　④　10時～13時
■募集人数　18名程度
※市民もしくは市内で起業している方優先
■申込方法

　11月30日（火）までに市ホームページよ
りお申込みください。

■問い合わせ
　産業観光課 商工観光担当
　　　　（内線214・216）

　韮崎市とNHK甲府放送局では、「民謡魂 ふるさとの唄」の公開収録を実施します。TOKIOの
リーダー城島茂さんの司会で紡がれるダイナミックなステージショー。全国各地に脈々と息づく
唄や郷土芸能の数々を掘り起こし、ふるさとの知られざる魅力を再発見する番組です。観覧をご
希望の方は、ぜひ、お申込みください。

組 観 覧 者 募 集 〆切
間近
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令和4年1月2日（日）まで
＊寄付金額に制限はございません。
＊5,000円以上のご寄付をいただいた方には、お礼の品をお送りします。

市民の皆さんからのご寄付を受付けますので、ご支援・ご協力をお願いします。

■主催　韮崎市、韮崎市教育委員会　　　　　■主管　株式会社まあめいく
■問い合わせ　韮崎市民交流センターニコリ　☎22-1121

■寄付受付窓口・問い合わせ　総合政策課 ふるさと納税窓口　☎22-1990

ニコリ開館10周年記念企画 古屋絵菜ろうけつ染め展

　古屋絵菜氏は、染色作家である母の影響を幼少期から受け、武蔵野美術大学在学中にろうけつ染めを本格的に
スタート。花を主なモチーフに独自の世界を表現し続けています。代表的作品である横8ｍ、縦2.3ｍの桜の大作
は、2013年のＮＨＫ大河ドラマ「八重の桜」のタイトルバックに採用されました。
　現在は甲州市の生家にアトリエを構えながら全国各地で企画展などを開催。近年は上海でも個展を行うなど、国
内外での評価が高く、その将来が嘱望されている芸術家のひとりです。
　この機会に、ろうけつ染めの世界をぜひご堪能ください。

歴史を紡ぐ樹齢330年

未来へ咲きほこれ「わに塚のサクラ」

受付中

日　時　11月20日（土）～28日（日）　10時～17時
場　所　ニコリ地下1階　アートギャラリー1・2
観覧料　一般・大学生　300円

※障害手帳をお持ちの方と同伴者1名無料
※小・中・高校生　無料

八重の桜

　本市のシンボル「わに塚のサクラ」はメディアや
ポスターに起用されたことで全国的にも知名度がき
わめて高く、桜と田園、八ヶ岳や富士山と織りなす
その景観は、フォトジェニックとして多くのカメラ
マンからも支持を受けています。
　しかし、近年強風などで太い枝が折れるなど樹木
全体でも花数が減少し、樹勢の衰えが見えています
が、処置には多額の費用がかかります。
　そこで今回、わに塚のサクラを危機から救うため
の費用を募ります。


